
令和３年度 

県中域内 高等学校と地域との連携・協働に関する活動事例 

 

団体・企業名等 田村市教育委員会生涯学習課 

高等学校名 船引高等学校 

活動の概要 

 船引高等学校のデュアル実習受け入れ先として、令和３年度は２年生１名（期

間は半年間、実習回数１２回）、３年生２名（期間は１年、回数２４回）を受け入

れてる。市長のスケジュール確認、ドローン操作実習や広報誌の作成など、一つ

の課にとどまらず多くの課の業務が経験できるようにしている。                                                              

 市の避難所開設訓練時に地域貢献活動班（通称）「アクティブリーダープロジェ

クト」所属の生徒が参加した。また例年、地域の祭りやイベントによさこい部が

参加している。船引高等学校の魅力向上や就職、永住を見据えた地域の担い手育

成のために、学校教育振興協議会に１２７万円を支出している。  

 

 

 

 

 

  

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

新たな活動を検討するよりも、ようやく根付いたこれまでのデュアル実習をさ

らに充実・継続して実施していくため、関係機関（企業等）の継続的な支援の依

頼をする。 

 


